
【 万 年 堰 】

用 水 位 置 図

古来から天水田地域であったが用水不足が度々生じていたため、現在位置より約250m下流
に木杭堰を設けかんがいしていた。しかし、木造であったため毎年修理を行う状況で費用が
かかっていたため、明治35年にレンガ造堰へ全面改築した。その後、昭和54年に堰を全面改
修し現在に至る。用水は堰の両側より取水され、本堰の左脇には騎西領用水の最末端堰であ
る新万年堰がある。
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